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9月の納税
(昭和55年7月31日現在)

よい風習を育て、住みよい

人 口 39，070人 +85 環境をつくる 国民健康保険税
男 18，634人 +39 0交通規則を守り 、事故をおこさ

(2期)ないようにする。 I女 20，436人 +46 

0老人や子供、からだの不自由な
世帯数 11; 814世帯 十26

人をいたわる。 I
面 積 240.93平方キロメ ート ル



上
須
戒
線
ほ
ぼ
完
成

西
大
洲
・
蔵
川
線
も
切
%

昭
和
四
十
六
年
度
よ
り
、
大
洲
南
部
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
工
事
を
進
め
て
き

た
、
第
一
地
区
(
西
大
洲
・
上
須
戒
線
)
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
よ
り
工
事
を
進
め
て
い
る
第
二
地
区
(
西
大
洲
・
蔵
川
線
)
は
荒
問
地
ト
ン
ネ

ル
の
貫
通
に
よ
り
約
半
分
の
進
展
を
み
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
八
日
、
荒
問
地
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
、
深
井
大
洲
市
広
域
営
農
団
地
組
合
長
、
池
川
八
幡

浜
地
方
局
長
、
岩
村
県
議
、
近
田
市
長
、
小
泉
市
議
会
議
長
、
業
者
代
表
者
な
ど
関
係
者
多
数
の
出
席
の

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
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計画概要因

長 /
浜 / ト
町/ 三

/' 子貝

/ 戒

喚主主

市蓄

Zf 

大
洲
山
は
県
ド
品
大
の
河
川

H

肱
川
H

を

中
心
と
し
て
、
欣
射
状
に
集
落
が
以
花
し
、

県
道
お
よ
び
市
道
は
不
脱
則
で
か
つ
肱
川
に

よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
集
落
を
結

ぶ
基
幹
農
道
が
な
く
、
長
年
不
便
を
き
た
し

て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
肱
川
流
域

の
必
業
地
域
に
お
け
る
喜
多
広
域
常
良
川
地

続
的
討
画
に
拡
一
き
、
…日
良
川
地
を
環
状
に
結

ぶ
広
域
法
道
が
訂
画
胞
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
辺
路
は
、
燃
山

.
O
O
l
-
-一0
0メ
ー
ト

ル
の
小
山
川
地
域
に
散
在
す
る
集
一
子
乞
、
市

街
地
を
小
心
に
下
任
約
卜
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

環
状
に
結
び
、
同
道

・
県
道
に
連
結
し
、
小

心
山
街
地
と
直
結
さ
せ
、
時
間
、
船
雌
を
大

川
に
一
足
紡
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
段
業

の
近
代
化
と
あ
い
ま

っ
て
、

一
体
的
な
広
域

…
川
良
川
地
が
形
成
さ
れ
、
地
域
農
業
経
済
の

発
出
に
、
農
業
以
一
般
の
整
備
充
実
に
寄
与
す

る
も
の
と
大
い
に
則
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
南
部
地
区

(西
大
洲
・
上
須
戒
線
)

凶
大
洲
の
国
道

一
九
じ
対
よ
り
阿
蔵
、
高

山
、
上
須
戒
打
躍
を
経
て
初
足
に
至
る
こ
の

路
線
は
、
総
工
引
卜
六
位
九
、
六
O
O万
円

を
も
っ
て
、
延
長
卜

一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

似

μぃハ
・
-八
メ
ー
ト
ル
の
全
線
舗
装
道
で
す
o

m刷
江
十
バ
年
度
の
舗
装
工
事
(
残
二
六

一

メ
ー
ト
ル
)
を
伐
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぽ
完

成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
完
成
に
よ
り
、
卜
.

矧
戒

・
大
洲
間
は
、
時
間
、
距
離
と
も
約
二

分
の
.
一に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

大
洲
南
部
二
地
区

西
大
洲
・
蔵
川
線

州
大
洲
の
国
道

.
九
じ
り
総
よ
り
川
一
…
木
を

杭
て
、
国
道
バ
ぃハ
リ
線
と
交
丸
一
し
、
必
出
、

梅
川
、
荒
川
地
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
雌
川
似
-
.
ん

の
県
道
森
山

・
野
村
総
に
至
る
こ
の
路
線
は

総
工
的•

. 
ト
九
低
八
、
川

O
O万
川
で
、
延

長
卜
じ

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅一
μ
ぃハ

・
ドバ

メ
ー
ト
ル
の
全
線
舗
装
道
で
す
。
荒
川
地
ト

ン
ネ
ル
の
口
通
に
よ

っ
て
、
約
下
分
の
工
れ

を
完
了
し
、

川川和九八
十

年
度
の
全
線
開
通

を
ハ
折
し
て
工
引
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
線
が
開
通
し
ま
す
と
、
政
川
-
L
八
洲
川
は

-一
卜
.
一キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
雌
が
卜
:
.
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
、ド山ド
で
川
卜
-
八
分
の
時
間
を
要

し
て
い
た
の
が
-
一卜
分
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
約

下
分
に

M
紡
さ
抗
ま
す
。

収
作
、
似
元

・
荒
問
地
ト
ン
ネ
ル
問
、
仰

川

・
荒
問
地
ト
ン
ネ
ル
問
、山中
松
出

・
凶
道

バ
ト
ぃハ
リ
線
開
が
ほ
.3
完
成
し
て
い
ま
す
。

荒
問
地
ト
ン
ネ
ル

川
和
ド
川
卜
・・.年
ト
川
よ
り
工
事
9
7
丞
め
て

い
ま
す
荒
問
地
ト
ン
ネ
ル
が
立
通
し
ま
し
た
。

十
J

一位
仁、

ぃハ

0
0.ん
円
の
総
工
代
で
、
延

長
八
バ
六
メ
ー
ト
ル
、
一
明
μ
は
い
車
道
し
ハ

・
.八

メ
ー
ト
ル
、
れ
転
車

・
歩
行
者
道
が
両
側
に

一
・
0
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
川

和
川
十
六
年
卜
月
の
完
成
を
け
指
し
、
工
事

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。



昭和55年8月20日一一一ずお

臨
時
議
会
開
く

お

南部二地区(蔵川地区)
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概計画

市
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羽川大

の
締
結
に
つ
い
て

(三
八
三

・
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー

ト
ル
の
道
路
改
良
工
事
を
九
、

六
O
O万

円
で
峯
建
設
工
業
側
が
請
負
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。)

一、
専
決
予
算
の
承
認
に
つ
い
て

(先
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
費

一、
六
O
O万
円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。
)

一一一(3)一一広報

(阿
蔵
只
越
地
区
、
三
三
八

・
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
員
五

・
丘
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
二
メ

ー
ト
ル
の
改
良
工
事
を
谷
本
建
設
工
業
側

が
、

一
億

一
、
七

O
O万
円
で
請
負
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。)

一、
梅
川
地
区
道
路
改
良
工
事
の
請
負
契
約

七
月
三
十

一
日
、
第

一
五
戸
巨
臨
時
市
議

会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
市
道
平
地
慶
雲
寺
線
道
路
改
良
工
事
の

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

脳

卒

中

予

防

土
寸

H
1
4
u
J
作
有
料

井
T-

甲
刀
ム
メ
包
月

脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血

を
起
こ
し
た
り

(脳
出
血
)、
血
管
が
つ
ま

っ

て
血
液
が
循
環
し
な
く
な
り
脳
の
組
織
が
破

壊
さ
れ
る

(脳
硬
塞
)
な
ど
、
脳
の
血
液
循

環
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

わ
が
国
の
死
亡
順
位
で
は
、
昭
和
三
十
三

年
以
降
脳
血
管
疾
忠
が

一
位
で
す
。
大
洲
市

は
、
県
下
ト
二
市
の
う
ち
故
高
の
脳
血
管
疾

巾山必死亡
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を

重
視
し
て
、九
月
、
十
月
に
特
に
死
亡
率
の
高

い
凶
地
区
で
、
大
洲
保
健
所
、
恐
農
大
学
医

学
部
の
協
力
を
得
て
「
脳
卒
中
予
防
特
別
対

策
事
業
検
診」

を
実
施
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
対
象
の
方
は
、
是
非
検
診
を
受

け
て
、
今
後
の
健
康
管
理
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
・一央
胞
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
時
初
分
1
日
時

日
時
初
分

1
日
時

問
診
、
検
尿
、
血
圧
測
定
、

皮
下
脂
肪
厚
測
定
、
貧
血
検

査
、
血
液
検
査

(総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、

H
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
尿
素
、
窒
素
、

中
性
脂
肪
、
尿
酸
)
心
電
図

診
察
、
保
健

・
栄
養
指
導

V
検
診
対
象
者

四
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
男
女

V
受
付
時
間

V
検
診
内
容

事

業

検

診
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
に
各
連
絡

所

で
行
い
ま
す
。

V
実
施
月
日
と
地
区

O
八
多
喜

9
月
凶
日

(水
)

V
実
施
場
所

9
月
日
日

(木
)

9
月
ロ

O
南
久
米

9
月
げ
日

(水
)

9
月
児
日

(木
)

9
月
四
日

(金
)

O
上
須
戒

9
月
お

E

(木
)

9
月
お
日

(金
)

O
菅
間

nu司
1
「

3

1
i
r
E
J
1
i
 

日
月
日
日

(木
)

日
月
げ
日
(
金
)

(金
)

ノ
多
浪
、
伊
州
子

米
津
、
手
成

上
町
、
中
町
、
下
町

元
町

新
町
、
宇
山
、
家
貯

津
、
湯
の
チ

レ
'」

，A
E
/
 

松
尾
、

松
尾

悔
川
、
長
谷

横
野
、
北
裏
、
稲
積

野
佐
来
、
黒
木

河
春
、

一敷
、
析
尾

大
宅
、
猿
谷
、
東
峰

西
峰
、
初
尾
、
池
岡

偲
屋
敷
、
打
越

松
久
保

/J( 
、‘ー"

宇
津
、
上
村
島

下
村
島

大
竹
、
上
西
、
下
西

下
町

阿
部
、
上
町
、
中
町

上
東
、
中
東
、
下
東



昭和55年8月20日 広報おおずー(4)

昭和54年度

大洲市告示第53号
大洲市財政状況の公表等に関する条例、および地方公営企業法

第40条の 2の規定により昭和54年 4月 1日から昭和55年 3月31

まで (昭和54年度)の本市財政状況および業務状況を次のとおり

公表します。

11(1和 55年 7川 2811

Á~J+lllj長 近田宣秋

自 昭和54年 4月1日 I ，;~J\ ~j IJ I執行 額 lp算額
ぷ入 刀 (Jff立 lPJ) I (lji.(¥/: 下I'J)

執行状況 ニτEヒ 昭和55年 3月31日
(0.1%) 1] .z爪 イ山 | 5.500 9.911 

44.626 45.468 

成 出 (1.3%) 国 商工11t| 97，801 I 102. 200 

78倍、3，771万円 (1.4%)箇副 議会1'(I 109， 138 I 109.477 

(2.0%) 量画面 消防1'(I 155， 897 I 156， 920 
ij執 行客員

(2.1%品昌 弘口支 |159， 044 I 169. 111 

-・・・・E予

7，闇of、r 冬d…ζ目E 

(3.8%) 0:0:0 ・ 1! 衛生1'(I 292，933 I 297.210 
)内は構成率

(8.0%) ー・ ー・・ ー... ー-ー-
公f!け'( 610.742 629. 393 

(9.8%) [ ・ ..・・.・.・.・・・.ー-ー.・ー一ー一4久・.ーー一.ー ー一千一 -一一巴 白一，白J一. 一-

総務1'( 749.963 760.511 

..... 目・ ...... 
12.6%) 1 

教育1'( 964.650 976，919 

農林本
1， 185， 563 

(15.3%) f・:・・

1， 165，606 
~Ti 

(15.9%) r 
1，229，.040 

・ー・・..... ， .. 

l. 215. 507 

2，066，303 2. 103. 218 

20 10 



一一一(5)一 一一広報おおず 昭和55年 8月20日一一←

市税と住民負担の状況 一般会計性質別予算執行状況

l' 1 II({，f1l54 fl:_ 4 J] ] 11 l' I II({，f1l54 fド4J] ] 11 
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1111.ti!):lr.I'1 
1.111， 

1 ，';1.，じ l'il=n~

l九 illlir.I'1
!:l.h1l， 

:l~ . II I !!I'I/ 1111. :;:. 
11. i2i川/1/、

di J( i~ 
(;X;)_f心i[-1'1 

.")1)ぷ%

ユぉ ，1I:1Iリ/1111:;: 
17.fi:liIl'I/1人

~jH ト IIIIiHi ユふ 119r.I'1 
いポ%

~ 人('1' '/'( 

l.tiS:l.1ユ2[-1'1 
22.(1% 

52， 059 

(0，6%) 
一般会計予算

十算額 |執行額

(単位 :干1-'J) I (単位 :干r'J)

41，461 1 44，397 

54. 587 
(0，7%) 

71. 761 71. 731 
(0.9%) 歳

一
入

65.000 78.832 
(0.9%) 78億8，916万円

73， 360 1 83， 384 1ぷ収入
(1.1%) 

108，274 1 108，177 
(1.4%) 

70，000 1 113，688 
(1.4%) 

162，5111 162，512 
(2.1 %) 

869， 442 1 868，458 
(11.0%) 

1，032， 100 1 1， 012， 800 1市
(12.8%) 

1，270，160 I 1，347，828 I市
(17.1%) 

1，837，09411， 814，613 
(23.0%) 

2， 119， 191 1 2， 130，683 
(27.0%) 

5億円 10 15 20 



一一一一昭和55年8月20日

おもな事業

新谷農村環境改善センター

大川地区公民館
(年金積立金還元融資施設)

粟津小学校
(簡易保険積立金還元融資施設)

上須戒小学校
(簡易保険積立金還元融資施設)

広報おおず一一(6)一一

市有財産の状況
昭和55年 3月31日現在

手重 月IJ 面積等 金 在百

宅
π1 よ19

地 446，181 695，80 

山 村t 2，953，845 43.167 

田 土田 14，690 1，252 

雑種地 7.922 2.118 

建 物 133.608 4.093，465 
m 

JL 木 51司695 334，969 

財政 11J，~J 1ま基金 155，0 
3f7 -1 1 1 

大洲市国民健康保険財政調製基金 14，043 

土 地開発 基金 150.970 

その 他特定 11(1'.)基金 39，848 

1:.・I {jそ 24.125 

384.023 

公債費の状況
(1 )長期債 lI(j利55:ド3} J 31 I IiJl1f: 

|正分 借入先 {「!i?-人数 現債市 1 IU:':，;-主、Ifii l入、'i~) 

りの の五([1

大蔵行 119 2 472 73T5 111 211.888 63.63 
4 1 11 

日2 郵政行 43 926.235 79.369 23.836 

tヱ与三 その他 88 1.653‘107 141.654 42.541 

小 計 250 5.052.077 432‘911 130.011 

特 大蔵?i 6 75.431 6.464 1. 941 

日IJ
郵政'(i 13 229.384 19‘656 5.903 

正エ〉;、

小 11I' 19 304.815 26，120 7.844 

ム11 269 5.356.892 459.031 137.855 

(2)一時借入金

|足分 金 古口

o T-I'I 

財政，UM~史資金 。

事業会計の状況

事業会計名

工業用;J()H

道

国民宿舎

，'， lI ~jf"54:ド 4 H 1 rl 
至lI~j利55:ド 3 ) J 31 " 

損益計算-J;:

t.t.， 収 I主総 t'( 用 当期純利証

4.055 3，4 。。 655 

158.614 140，404 18，210 

82.268 81.969 299 

1.030.760 973‘393 57.367 
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特別会計の状況
自昭和54年4月1日
至昭和55年3月31日

国民健康保険

予算現額 1. 508. 861千円

収入済額 1. 511. 861 

支出済額 1，483，368 

差 引 28，493

昭和55年8月20日一ーー

交通傷害保障 土地取得造成 住宅改修資金貸付事業
予算現額 6.455千円 予算現主([ 6，761 下IIJ (' X~( JJ~ 傾 78，094千IIJ

収入済額 6，611 収入 j斉額 6.691 収入済額 82，541 

支 出 済 額 6.372 支出済額 6，691 X !'III ~斉知 68. 765 

差 ヲ| 239 差 。 !，-:: ヲ| 13， 776 

国保診療 所

予算現額 31，429千円

収入済額 34.427 

支 出 済 額 30.431 

差 ヲ| 3. 996 

簡 易 水道
ザ

向

刷

、

ず

向

口
、

ヂ
向
回
ハ

l
l
I

-

官

民

口

山

hM
R

山
火

R

コιJ

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

27.334千円

26.743 

24， 110 

2，633 

と 畜 場

予算現額 1. 804千円

収入済 額 1. 492 

支出 済 額 1. 490 

差 ヲ| 2 

J佃U日五 泉

予算現額 2. 558千円

収入済額 2，562 

支出済額 2，098 

差 ヲ| 464 

昭和54年度の

肱東中学校屋内体育館
(簡易保険積立金還元融資施設)

阿蔵地区市営住宅

F 事録

徳、森里子田集会所
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九

月

一

日

は

「
防
災

の
日
」

忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
l

い
つ
襲
っ

て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
地
震、

毎
年

こ
の
頃
や

っ
て
く
る
歓
迎
さ
れ
な

い
訪
門
者
台

風
に
備
え
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
心
の
準
備
を
す
る

と
と
も
に
、H
防
災
対
策
H

を
怠
る
こ
と
な
く
、

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
よ
う
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

台
ハ
パ
、
九
月
はム
ハ
胤

シ
1
.ス
ン
で
す
。
毎
年

九
川

一
日
の
「
二
百
十

日
」
前
後
か
ら
、
台
胤

の
進
路
に
人
り
、
各
地

に
被
事
を
も
た
ら
し
ま

-
。ム

円
胤
が
日
本
に
近
ず

く
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
か
ら
ム
ハ
胤
情
叫
が
刻

々
と
流
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
台
風
に
対
す

る
備
え
は
、
ま
ず
、
こ

で
す
。
天
災

は

風

の
ムハ
胤山
川仰
を
正
し
く

mm附
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

ムハ
胤川
川仰
を
聞
く
と
き
は
、
次
の

白川に
一川
立
し
ま
し
ょ
う
。

ー
一
回
だ
け
の
情
報
で
判
断
し
な
い

台
胤
の
進
路
は
刻
々
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
日
以
初
に
出
し
た
情
報
が

修
正
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

一
度
だ
け
の
怖
却
で
叩
の
み
こ
み

を
す
あ
の
は
危
険
で
す
。
次
々
に
山
さ
れ

る
予
知
を
注
意
深
く
聞
き
ま
し
ょ
う
。

⑦
活
元
の
予
報
を
大
切
に

地
元
の
気
象
台
や
測
候
所
の
予
報
と
全
国

的
な
予
報
と
で
は
、
表
現
が
違
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
均
合
は
、

迷
わ
ず
地
元
の
予
知
を
採
っ
て
く
だ
さ
い
。

地
元
の
気
象
台
は
、
そ
の
土
地
の
防
災
上

の
コ
ツ
や
被
許
の
山
や
す
い
場
所
な
ど
を

よ
く
知
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
細
か
い
予

版
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

③
地
域
の
特
性
を
知
っ
て
お
く

円
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
を
よ
く

つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
理

的
に
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
か
、
ど
ん
な
災

一等
が
起
こ
り
ゃ
す
い
か
な
ど
、
近
所
の
人

た
ち
と
ぷ
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
ぬ
合
の
避
難
均

所
や
逃
総
統
路
を
確
認
し
て
・
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
家
の

へ
い
な
ど
古
く
な
っ
た

部
分
を
修
理
し
た
り
、
溝
や
下
本
の
詰

っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
掃
除
す
る
な
ど
、
ふ
だ

ん
か
ら
家
の
川
り
の

H

備
え
H

を
怠
り
な

く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ぬ
非
常
用
品
を
備
-
え
よ
-つ

ムハ
胤
が
近
づ
い
た
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
も
の
を

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

懐
中
電
灯

・
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
(

予
備
の
電
池
も
)
、当
面
の
食
料
品
、
水
筒

応
急
医
楽
品
(
か
ぜ
薬
、
胃
腸
薬
、
傷
薬

消
議
薬
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
て
ビ
ニ

ー
ル
袋
、

そ
の
他
貴
重
品
。

こ
れ
ら
の
非
常
用
品
を
袋
な
ど
に
詰
め
て

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。

地

骨
一回

あ
る
日
、
突
然
、
グ
ラ

ッ
と
き
た
ら
、
ど

ん
な
人
で
も
平
常
心
を
失
‘フ
ー
ー
ー

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
人
間
、
ふ
だ
ん

落
ち
つ
い
て
い
る
人
で
も
、
恐
怖
心
か
ら
体

は
こ
わ
ば
り
、
理
性
を
失
い
、

一
種
の
精
神

的
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
、
な
か
な
か
ふ
だ
ん

山心
っ
て
い
る
よ
う
な
行
動
が
で
き
な
い
も
の

で
す
。
人
間
、
非
常
時
に
は
、
ふ
だ
ん
の
よ

う
に
は
い
か
な
い
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
を
肝
に
銘
じ
る
。
こ
れ
が
地
震
に
対
す
る

心
得
の
第

一
歩
で
す
。

地
混
発
生
ノ
・い
ざ
と
い
う
時
に
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
、
次
の
七
カ
条
を
ご

参
考
に
。

①
丈
夫
な
{
奮
六
な
ど
に
身
を
寄
せ
る

グ
ラ
y
と
き
た
ら
、
机
や
ベ
ッ
ド
な
ど
倒

れ
な
い
家
具
に
身
を
寄
せ
て
、
し
ば
ら
く

機
チ
を
み
ま
し
ょ
う
。

②
す
ば
や
く
火
の
始
末
を

地
震
で
恐
ろ
し
い
の
は
、
地
震
に
よ
る
直

接
の
被
害
よ
り
も
、
そ
の
後
の
火
災
で
す
。

す
ぐ
火
の
始
末
を
/

予
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
な

ど
ん
な
大
き
な
地
震
で
も
、
大
揺
れ
は

一

分
間
て
い
ど
。
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す

と
、
屋
恨
が
わ
ら
や
看
板
、
ガ
ラ
ス
の
破

片
な
ど
の
落
下
物
で
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
ま

す
。
ま
わ
り
の
状
態
を
よ
く
見
な
が
ら
落

ち
つ
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

④
火
が
出
た
ら
ま
ず
消
火

万

一
、
出
火
し
た
場
合
は
、
初
期
消
火
に

全
力
を
。
大
声
で
隣
近
所
に
声
を
か
け
あ

う
な
ど
、
協
力
し
て
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
避
難
は
徒
歩
で
荷
物
は
量
小
限
に

臼
型
車
は
、
消
火

・
救
急
活
動
な
ど
の
障

害
に
な
る
の
で
、
絶
対
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑤
へ
い
ぎ
わ
、
川
べ
り
な
ど
に
は
近
寄
ら
な

'
L
V
 

狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い

・
石
垣
の
そ

ば
な
ど
は
危
険
で
す
か
ら
避
け
て
く
だ
さ

雪

量
を
恐
れ
ず
デ
マ
に
注
意

一
般
に
余
震
は
本
震
よ
り
小
さ
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
注
意
を
怠
り
な
く
。
ま

た
デ
マ
に
迷
わ
ず
、
役
所
や
消
防
署
、
瞥

察
署
の
情
報
に
注
意
し

τく
だ
さ
い
。

⑨
秩
序
を
守
り
、
衛
生
に
注
意

自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
と
い
う
よ
う
な
身
勝

手
な
行
動
は
と
ら
ず
、
秩
序
を
守
り
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
伝
染
病
発
生
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み
水
や
食
べ
物
に

は
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
台
風
の
命
事
b
地
震
に
備
え
て
怠

り
な
く
。

備
え
あ
れ
ば

憂
え
な
し

非
常
持
ち
出
し
用
品
は

一
ケ
所
に
ま
と
め
て

み
ん
な
で
ご
確
認



心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
(
9

日
引
間
)

進
め
よ
う
適
材
適
所
に
心
障
者

昭和55年8月20日一一ー

わ
が
国
で
は
、
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
心
身
障
害
者
が
、
お
よ
そ
百
二
万
人
い
る

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
就
業
率
は
五
四

・

二
%
と
健
康
な
人
に
比
べ
て
、
ま
だ
ま
だ
低

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は

心
身
障
害
が
職
場
の
障
害
に
な
る
と
の
誤
解

が
、

一
般
の
人
々
と
り
わ
け
心
身
障
害
者
に

職
場
を
提
供
す
る
事
業
主
に
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

各
種
の
調
査
を
み
て
も
、
適
切
な
配
庖
さ

え
あ
れ
ば
、
心
身
障
害
者
に
つ
い
て
事
故
発

生
率
が
高
い
と
か
、
生
産
性
が
著
し
く
低
い

と
い
う
結
果
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
能
力

:!j;主箇:3:.....0 ~ u 
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に
適
し
た
仕
事
の
と
き
は
、
健
康
な
人
に
優

る
と
も
劣
ら
な
い
能
力
を
発
揮
し
、
ま
じ
め

で
、
ね
ば
り
強
く
、
事
業
所
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
人
と
な

っ
て
い
る
例
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

こ
と
し
も
九
月

一
杯
は
「
心
身
障
害
者
雇

用
促
進
月
間
」
で
す
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六

年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
で
あ
り
、
障
害
者

の
雇
用
促
進
を
テ
l
マ
と
す
る
運
動
が
世
界

的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
障
害
者

の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
、
近
年
社
会
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
一
人
で
も
多
く
の
心
身

障
害
者
を
、
温
か
い
気
持
で
職
場
に
迎
え
ま

身

分

の

解

放

解
放
令

明
治
四
年
八
月
二
十
八
日
、
政
府
は
大
政

官
布
告
第
六
十
一
号
で
「
え
た

・
ひ
人
の
称

廃
せ
ら
れ
候
条
、
自
今
、
身
分
職
業
と
も
、

平
民
同
様
た
る
べ
き
こ
と
」
と
、
久
し
く
待

ち
の
ぞ
ん
で
い
た
法
の
下
に
お
け
る
身
分
差

別
か
ら
の
解
放
を
保
障
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
制
度
上
の
身
分
差
別
か
ら

解
放
さ
れ
た
と
い
う
大
き
な
意
義
を
も
っ
て

い
ま
す
。

ずおお一一一一(9)一一一広報
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た
て
ま
え
だ
け
の
解
放

し
か
し
、
そ
の
後
の
明
治
の
政
策
は
、
部

落
差
別
を
完
全
に
解
消
す
る
ま
で
に
は
い
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
し
か
に
法
の
上
で
は
身
分
制
度
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
新
し
く
、
天
皇
の

一
族
を

皇
族
、
公
家
や
大
名
を
華
族
と
い
う
特
別
な

身
分
と
し
た
ほ
か
、
武
士
を
士
族
、
百
姓

・

町
人
や
え
た

・
ひ
人
を
す
べ
て
平
民
と
し
ま

し
た
。

し
か
も
、
士
族
に
は
、
旧
俸
禄
の
か
わ
り

に
た
く
さ
ん
の
補
約
金
を
与
え
、
生
活
の
保

障
を
し
ま
し
た
が
、
郎
落
の
人
々
に
対
し
て

し
ょ
A
J

。

職
業
安
定
所
で
は
、
各
種
雇
用
援
諮
制
度

を
設
け
、
事
業
主
な
ら
び
に
障
害
者
の
方
々

の
雇
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。

洲
職
業
安
定
所
大
洲
市
中
村
長
畑

2
4
1
3
1
9
1
的

身
障
者
の
航
空
運
賃

割
引
範
囲
拡
大
さ
れ
る

こ
の
ほ
ど
、
第
二
種
身
体
障
害
者
の

一
部

に
も
、
航
空
旅
客
運
賃
の
割
引
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
は
手
帳
に
証
明
印
を
押
す

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
福
祉
事
務
所
援

諮
係
ま
で
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

は
、
生
活
の
保
障
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
新
た
に
兵
役
や
納
税
に
苦
し
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
、
教
育
の
義
務
が

諜
せ
ら
れ
で
も
、
貧
し
さ
と
差
別
の
た
め
に

学
校
に
も
行
け
ず
、
仕
事
ら
し
い
仕
事
に
も

つ
け
ず
、
雑
業
に
追
い
や
ら
れ
、
部
落
の
人

々
の
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
明
治
五
年
に
は
、
「
壬
申
戸
新
」

が
つ
く
ら
れ
、
地
方
に
よ

っ
て
は
、
新
し
く

平
民
と
さ
れ
た
部
落
の
人
々
は
「
新
平
氏
」

な
ど
旧
身
分
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
な
記

載
が
あ
り
、
こ
の
た
め
、
長
く
差
別
に
利
用

さ
れ
る
な
ど
、
行
政
的
に
み
て
も
、
解
放
令

は
真
の
解
啓
乞
保
障
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
口

(
つ
づ
く
)

ま
た
、
戦
傷
病
者
の
お
お
む
ね
第
六
項
病

症
以
上
の
方
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

身
障
者
の
適
用
範
囲

O
視
党
障
害

O
聴
党
障
害

O
平
衡
機
能
障
害

0
.「
〆
機
能
又
は

四
級
以
上

凶
級
以
上

三
級
以
上

語
機
能
障
害

三
級
以
上

四
級
以
上

O
肢
体
不
自
由
(
下
肢
)

人
権
擁
護
委
員
に
兵
頭
氏

七
月
十
五
日
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
に
兵
頭
義
高
氏
(
中
村
)
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
不
当
な
差
別
や
い
や
が
ら
せ
な

ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
た
り
、
結
婚
、
相
続

な
ど
家
庭
内
や
、
騒
音
、
悪
臭
な
ど
の
隣
近

所
の
も
め
ご
と
で
困
っ
て
い
る
場
合
に
、
人

権
擁
諮
委
員
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま
す
か

ら
、
こ
遠
底
な
く
御
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
は
、
行
政
の
適
切
な
運
営
に
必

要
な
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
、
極
め
て
重
要

な
調
査
で
す
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
九
月
二
十
四

日
か
ら
三
十
日
の
聞
に
各
家
庭
を
訪
問

し
、
お
配
り
し
ま
す
。

記
入
済
の
調
査
票
は
、
十
月
一
日
か

ら
丘
日
ま
で
の
聞
に
も
う

一
度
調
査
只

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
員
が
お
伺
い
す
る
時
期

に
留
守
だ

っ
た
り
、
直
接
調
査
員
に
提

山
す
る
の
が
お
困
り
の
方
は
、
早
め
に

市
役
所
総
務
諜
国
勢
調
査
担
当
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

イ

月

は

、
全
国

実
施
さ
れ
ま
す
。

斉
に
国
勢
調
査
が
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。
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
郷
土
美
化
運
動

「
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
強
調
月
間
」
の

環
と
し
て
、
七
月
二
十
日
午
前
仁
川
よ
り
実

施
し
ま
し
た
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
市
内

-

斉
消
掃
も
、
各
機
関
、
各
位
同
体
を
始
め
地

メ
一の
皆
さ
ん
方
の
秘
般
的
な
参
加
を
い
た
だ

一一一一 昭和55年8月20日

き
、
今
年
で
ヒ
日
目
を
数
え
る
こ
の
運
動

も
、
年
ご
と
に
郷
土
美
化
の
意
識
の
高
ま
り

が
み
ら
れ
、
市
民
の
中
に
深
く
定
打
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

こ
の
け
は
利
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
各
医

長
さ
ん
を
先
頭
に
、
肱
川
本
流

・
支
流
お
よ

び
名
地
域
の
道
路

・
公
園
を
中
心
に
、
草
刈

り
、
ド
ル
小
道
の
川
掃
、
ゴ
ミ
や
空
缶
の
収
集

で
川
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
泊

目
州
市
助
の
結
果
、
雑
草
も
き
れ
い
に
刈
ら
れ

ゴ
ミ
も
な
く
な
り
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
な

大
洲
市
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
こ
の
運
動
を
発
展
さ
せ
、

豊
か
で
住
み
よ
い
郷
土
.
つ
く
り
を
し
た
い
と

忠
い
ま
す
。

コミュニティの輸をひろげよう

コミュニティ推進中央委員会開く

初
五ま
し
い
地
域

d

つ
く
り
を

目
指
し
て
市
内
各
地
域
で
住

民
の
向
主
的
、
向
発
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
中
核
的
役
割
を
担
い
、
ま

た
今
後
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
‘
、
つ
く
り
の

大
き
な
推
進
力
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
の

集
り
が
大
洲
市
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
推
進

中
央
委

μ会
で
す
。

よ
る
八
月
間
日
、
中
央
公
以
館
に

お
い
て
委
員
会
を
開
催
し
、
昭
和
五

卜
川
年
度
の
行
事
報
告
、
昭
和
五
十

五
年
度
の
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
、

次
の
功
項
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
参
加
懇
談
会
の

実
施

地
域
住
以
の
自
主
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

♂
つ
く
り
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に

地
域
法
起
の
原
困
の
究
明
や
解
決
の
方
法

を
み
ん
な
で
与
え
て
い
く
た
め
の
懇
談
会

会
、
一各
地
で
芙
施
す
る
。

二
、
専
門
部
会
の
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

業
者
と
消
費
者
の
懇
談
会

七
月
十
六
日
午
後

一
時
よ
り
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
第
十
回
業
者
と
消
費
者
の
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
消
費
者

を
代
表
し
て
大
洲
市
連
合
婦
人
会
、
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
、
業
者
側
よ
り
市
内
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
代
表
者
、
大
洲
市
商
工
会
議
所
、

大
洲
市
商
庖
連
合
会
な
ど
、
ま
た
行
政
サ
イ

ド
よ
り
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー
、
大
洲
保
健

所
、
八
幡
浜
地
方
局
県
民
生
活
謀
、
大
洲
市

開
発
部
長
、
商
工
観
光
課
な
ど
五
十
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

で
、
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
住
民
団
体

の
存
在
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
け
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
凶
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
賛
同
す
る
人
々
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、

着
実
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
各
同
体
相
互
の
信
頼
を
維
持
し

な
が
ら
、
連
絡
を
衝
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
の
あ
り
方
、
市
行
政
と
の
つ
な
が

り
な
ど
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
く
た
め
の
会
合
を
開
催
す
る
。

三
、
研
究
大
会
の
開
催

組
織
の
充
実
を
は
か
り
、
全
市
的
な
活

動
体
制
の
確
立
を
は
か
る
た
め
、
実
践
活

動
の
発
展
、
適
切
な
講
師
に
よ
る
講
座
等

を
開
設
し
て
、
…一一ナ
ぷ
機
会
を
設
け
る
。

な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
、住
民
間
士
ま

た
行
政
の
協
力
に
よ
り

H

豊
か
で
明
る
い
地
域

♂
つ
く
り
H

を
進
め
る
た
め
の
活
発
な
意
見
の
交

換
が
あ
り
、盛
会
の
コ
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

消
費
者
よ
り
、
日
頃
商
品
や
庖
に
対
し
て

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
食
品
の
衛
生
管

理
の
問
題
な
ど
活
発
に
意
見
や
要
望
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
行
政
サ
イ
ド
よ
り
適
切

な
助
言
指
導
が
あ
り
、業
者
側
か
ら
も
、消
費

者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご
希
望
を
充
分
に
お

聞
き
し
て
、
み
な
さ
ん
に
安
心
し
満
足
し
て

買
物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

二
時
間
あ
ま
り
に
わ
た
っ
て
、
よ
り
よ
い

消
針
生
活
の
た
め
に
真
剣
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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夏 、恒 例 の “大川1111まつりが 3H 8日に開催され

ました。 3日 の 夜 か ら の 雨 で、 4日の行事が 8日に

延 期されましたが盛大に行われました。

まつりの中心“花 火 H は 3日が肱北河原、 8日が

H志南河原で打ち上げられ多数の見物 客より 、夏の夜

?'cにl咲いた大輪の花 に感n菓の声があがって いました。

に長 PP;;:幡 z;M・
，、同渓

，;Pt 
砂
海
上
自
衛
隊
音
楽
隊
の
市
中
パ
レ
ー
ド

‘
三
日
夜
、
肱
北
河
原
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火

ずおお一一一(11ト一一広報

4
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
中
央
公
民
館
で

夏
の
風
物
詩

H

花
火
付
を
見
学

Z
J市
T
ノ

i
z
-
-

米
倉
斉
加
年
氏
講
演

夏
季
大
学
よ
り

H

私
の
メ
ル
ヘ
ン
υ

と
組
し
た
米
合
斉
加

年
氏
の
排
出
は
七

O
O
名
の
聴
衆
を
集
め
て

八
パ
バ
ハ
に
大
洲
市
以
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。独

特
の
一
泊
り
け
で
、
氏
の
豊
富
な
体
験
や

生
い
立
ち
を
織
り
混
ぜ
て
、
メ
ル
ヘ
ン
と
は

人
川
の
生
き
点
を
教
え
る
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
と
-
時
川
市
ド
あ
ま
り
の
熱
弁
で
一
好
評
で

し
た
。

一7
b
v
n
目
口
火
火
こ
コ

λ
C

¥
i
ノ

'
'
d
l
Z
H抽
+
ふ

I
Z
-
-
o
t
h

，
.
t

、-
1

一一λご
川
い
一
山
役
所
で
行
政
相
談

一

司

」

一

〉

一
1
J
一
を
行

っ
て
い
ま
す
が
そ
の
内

一
民
一

火
け
が
は

っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん

一
市
一

ど
う
い
う
内
科
の
相
談
が
で
き

/
{
¥

る
の
で
し
ょ
う
か

一

山
以
)

一先日え
一
行
政
相
談
は
、
川
、
公
社
、
凶
鉄
、

公
川
、

引
業
川
な
ど
の
札
ハ
ド
山
け
や
凶
か
ら
任
せ

ら
れ
た
り
仙
助
合
を
交
け
た
り
し
て
行
っ
て

い
る
引
や
山
の
日
引
に
つ
い
て
の
山
川
や
江

川
、
相
談
を
行
い
、
行
政
何
日
仰
げ
や
関
係
機

附
な
ど
に
取
り
似
ぐ
な
ど
し
て
、
そ
の
併
一次

を
促
進
す
る
け
的
で
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

川刊淡
ハ
な
ど
に
つ
い
て
は
、
山
知
の
日
以
終

以
の
相
談
ご
と
案
内
側
に
制
岐
し
で
あ
り
ま

す
が
、
九
ー
や
が
れ
る
川
こ
ま
、
屯
日
や
子
紙
で

広
報
お
お
ず
の
係
よ
り

の
相
談
も
交
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
大
洲
市
の
相
談

μは
次
の
点
で
す
。

O
大

洲

山

北

九

壬

木

辺

獅

E

④

3
7
9
4
 

(総
務
ぷ
)

「広
印
お
む
ず
」
の
係
で
は
、
市
以
の
比れ

さ
ん
の
戸
を
山
政
に
生
か
す
た
め
に
、
‘
」な

け
ん
、
安
ωいな
ど
を
い
持
集
し
て
い
ま
す

必
ず
作
所
、
氏
名
、
年
齢
を
川
け
ん

だ
さ
い

て

あ
て
先

大
洲
山
大
洲
ド
ハ
九

O
|
-

大
洲
山
役
所
山
長
公
室

山
知
お
お
ず

「山
以
の
こ
え
」
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新
刊
図
書
案
内

図
書
館

敦

漣

井

上

靖

他

T

選
抑
の

M
&
R
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著

明
日
の
都
市
2
・3
・4
・6
・
u
-u中

央
法
規

特
用
水
産
養
殖
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
地
球
社

日

本

農

書

全

集

4

巻

農

文

協

ク
ッ
キ
ン
グ
ロ
レ
ッ
タ
1

小
学
館

園
芸
大
百
科
事
典
4
・
5
巻

講

談

社

里
の
昔
話
第
三
集

兵

頭

茂

著

子
規
追
悼
と
伊
予
俳
壇
鶴
村
松

一
著

栖

古

井

由

吉

著

光

の

領

分

津

島

佑

子

著

帰

路

立

原

正

秋

著

金

閣

炎

上

水

上

勉

著

おお広報

旅
は
道
づ
れ
ガ
ン
ダ
i
ラ

高
峰
秀
子

・
松
山
善
三
著

)
新
田
次
郎
著

中
上
健
次
著

三
浦
哲
郎
著

山

口

瞳

著

司
馬
遼
太
郎
著

大
西
巨
人
著

芝
木
好
子
著

武
田
勝
頼

(

鳳
仙
花

木
馬
の
騎
手

血

族

項
羽
と
劉
邦

神
聖
喜
劇
全
五
巻

光
琳
の
櫛

〈児
童
図
書
〉

佐
藤
さ
と
る
全
集
全
ロ
巻

筑
摩
少
年
図
書
館
初
冊

こ
ど
も
の
た
め
の
世
界
の
名
作
初
冊

く
ま
の
プ
ー
さ
ん

ニ
石
宏
文
榊
成

か
ら
す
か
ん
ざ
ぶ
ろ

う

口

回

定

一
文

他
出
冊

かっぱ

水の神様 - 河童

すし屋 などでは、河童の好物キ ュウ リのことを、
今でも"か っL;f" e: 11乎びますが、キ ュウリに代表
されるウリは7J<::の神をまつるときに供えるもの。
昔の人は、河童を水の神織の仮の姿と考えていま
した。
河童という水神に対する恐れ、つまりぷへ の恐

れは、一 方で水を大切に扱う気持に結びつきます。
「河童に引き込まれるから気をつけて」という 7雪
葉の裏には、武重な水を守るとともに、水の ~n故
を防ごうという L9.~ いがこめられてい るのです。

水道の故障は次の水道組合ヘ
(日曜 ・祭日漏ノk修理)

当番目 修E里にあたる業者 連 手告 先

9月 7日 星 加 鉄 工 所 ft6-0065 

9月14日 土居鉄工所 ft4-4519 

9月15日 原 壬6又Jt. 備 ft4-3783 一一
9月21日 (有)南予水道設備 ft4-4577 

9月28日 内田電気水道設備 ft5-5532 

10月 5日 淳 山水道工事庖 ft4-2583 

門口
同
門時

b
a
v利

指
向
、

t

il
-
手
1
J

戸

λ
M
H
H
M

一
戸
川
川

⑩ 
⑧ ⑥ 

⑩2 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
て
い
ま
す
っ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
交
通
事
故
相
談
日

と

き

9
月
8
日

日

時

1
日
時

9
月

n目
。

(
秋
の
巡
回
交
通
事
故
相
談
)

と
こ
ろ
市
役
所
第

一
会
議
室

V
人
権
相
談
日

と

き

9
月

n日
日

時

1
日
時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

9
月
1
日

日

時

l
M時

9
月

刊

目

。

9
月
お

9
月

お

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
{丞
陸
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9
時
l
m時

た
だ
し
、
土
限
日
は
ロ
時
ま
で

日
曜
日
、
祭
日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
大
洲
市
福
祉
事
務
所

V
行
政
相
談
日

と

き

9
月
9
目

印

時

i
m時

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

急
が
れ
る
時
は
電
話
を
ご
利
用
下
さ
い
。

宮
④

3
7
9
4
(
玉
木
)

V
不
動
産
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

9
時
l
m時

と
こ
ろ
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
洲
支

部
(
東
大
洲
附
フ
ヂ
エ
ダ
内
)

乳

幼

児

健

康

診

査

実

施

日

該

当

者

9
月
2
日
昭
和
田
年
6
月
生

9
月
9
目

。

日

年

2
月
生

9
月

日

目

。

弘

年

9
月
生

9
月
M
目

。

M
年
3
月
生

9
月

初

目

。

臼

年

9
月
生

※
は
肱
南

・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間

日
時
初
分
i
U時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※※※  

ま
ご
こ
ろ
の

守
w
y
叶
y

m
N

九

喜

多

山

山

本

冨

雄

菅
田
町

久

保

真
盛

菅
田
町

内

野

梅

子

え
ひ
め
難
聴
者
壕
話
、
大
洲
支

お
く
り
も
の

金

一
封

金

一
封

金

一
封

令

一
封

部

一
同

(
蛍
疋
配
分
)

金

一
封
(
全
快
祝
い
を
と
み
す
寮
へ
)

大

洲

河

内

陽

一

金

一
封
(
大
洲
育
成
園
と
大
洲
学
園
へ
)

若

宮

吉

岡

友

睦

(物
品
の
口
座
)

衣

類

十

六

点

市

内

匿

名

衣
類
二
十
三
点
、
書
籍
八
十
冊

新

谷

上

野

二
郎

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

⑨ 
⑧⑨  
⑧ 
⑨ 
⑧ 

9
月
7
日

9
月
比
日

9
月
日
日

9
月
幻
日

9
月
お
日

9
丹
羽
田

大
洲
中
央
病
院
宮
④

4
5
5
1

告

。

菊
原
外
科
医
院
宮
④
4
6
4
6

大
洲
中
央
病
院
宮
④

4
5
5
1

市
立
大
洲
病
院
宮
④
2
1
5
1

大
洲
中
央
病
院
宮
④

4
5
5
1

|不法電波一掃月間l z z 喜
9 月 1 日 ~ 30 日 言存主iの

損て ぃ ーT 

-無線局には電波法による免免nv許許)がに以必な上要りのまで強せすいん i電幸電語大州匝 電 ケチ-規定 (陸上0.5¥-V、海上O 言舌
電 の出る市民ラジオは

・特定波の通信を聞いて、これを漏らしたり ‘Y 
悪用すると罰せられます

お問い合せば 〒790松山市ιl問 8の5 め ト
四国電波~iii~翌局 (0899) 32-3232 (内線635) で


